
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取材にご協力いただいた会社概要 

Q.1 お名前と役職をお願いします。 

Q.2 安藤さんに対する印象・評価・貴社に対する貢献などを教えてください。 

Q.4 
 

港湾で働くうえで、大切なことはありますか？ 

Q.6 
 

ポリテクセンター名古屋港の受講者にメッセージをいただけますか？ 

Q.5 港湾荷役科に対する要望はありますか。 

Q.3 採用にあたって、どのような人材を希望されていますか。 

事 業 所 名   伊勢湾海運株式会社 

所 在 地   名古屋市港区入船一丁目７番４０号 

事 業 内 容   港湾運送事業、倉庫業、貨物利用運送事業、海上運送業、通関業、その他関連事業 

ホームページ   https://www.isewan.co.jp 

 

 組長  宇野 孝之様 

特にケガや事故が無いよう安全に配慮した作業ができることが第一です。 

業務については、下積みのうちは単純に機器の操作だけでなく、作業の段取り

や積み込むタイミングを頭に入れる必要があります。最初は分からない部分が多

いと思いますが、徐々に慣れて欲しいと思います。 

安藤さんにも、新人の今のうちに沢山吸収して成長して欲しいと思っています。 

入社して約９カ月経過し、業務には慣れてきたところです。テナーを使用する

作業では私が隣に乗ることもありますが、今では一人で作業をさせることもあり

ます。安藤さんは教えたことに対して、比較的飲み込みが早く、運転作業も速い

ので助かっています。 

宇野孝之と申します。組長を担当しています。 

港湾の業務は、資格が無ければ担当できないことばかりです。その点、ポリテ

クの修了生は多数の資格を持っているため現場としては助かっています。 

また、社員同士でのコミュニケーションも非常に大切ですので、報連相など社

会人としてのマナーや、協調性のある方を希望しています。 

名古屋港の仕事は、我々の日常生活に不可欠であり、日本の物流業界の一翼を

担っています。ぜひ多くの受講生に港湾の仕事にも興味を持っていただきたいで

すね。港湾の仕事は、ポリテクセンターで取得した資格もフルに生かせます。将

来、一緒にお仕事ができるのを楽しみにしています。 

技術面はもちろんのことですが、安全に関することも多く教えて頂きたいと思

います。また、基本的な操作を学んだあとは応用的な実習も多く取り入れていた

だけると業務にスムーズに入り易くなるため、就職後すぐに即戦力として活躍で

きると思いますね。 

 


